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第

一
章

『
至
福

千

年
』

物

語

に
関
す

る

一
考

察

①

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
か
ら

『至
福
千
年
』

の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
か
ら
、
石
川
淳

の
文
学

の
構
造
を
考
察
す
る
。
石
川
淳
の
小
説
は
、
革
命
を
主
題
と
す
る

こ
と
、
民
衆
は
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

②

一
角

の
形
象

登
場
人
物
の

一
人
、

一
角
を
死

の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
捉
え
、
物
語
の

「
革
命
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「千
年

王
国
運
動
」
は

物
語
に
枠
組
み
を
与
え
る
機
能
と
捉
え
る
。

③

語
り
手

の
戦
略

石
川
淳
の
散
文
は

「語
り
手
」
に
よ

っ
て
運
ば
れ
る
。
文
体
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

④

最
後
に

・
語
り
手
に

つ
い
て
。

石
川
淳
の
語
り
手

の
自
在
さ
は
江
戸
文
学

の
パ

ロ
デ
ィ
に
学
ん
だ
。
石
川
淳
の
江
戸
文
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。
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⑤
詩
語
と
小
説
言
語

『雨
月
物
語
』

の
現
代
語
訳
を
通
し
て
、
石
川
淳
の
散
文
に
つ
い
て
語

の
レ
ベ
ル
で
考
察
す
る
。
石
川
淳
は
言
葉
に
幻
想
性

を
認
め
な

い
。

第

二
章

『
佳

人
』

未

満
論

「空
虚
」
な

「わ
た
し
」
の
生
成
に
つ
い
て

①

「わ
た
し
」
は
か
ら

っ
ぽ

石
川
淳

の
デ
ビ

ュ
ー
前
に
焦
点
を
あ
て
問
題
点
を
探
る
。
『佳
人
』
は
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
方
法
だ

っ
た
。

②
大
正
末
概
観

作
家
デ
ビ

ュ
ー
前

の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
、
当
時
ど
の
よ
う
な
立
場
だ

っ
た
の
か
考
察
す
る
。

③
同
時
代
ひ
と
め
ぐ
り

当
時
は
、
時
代

の
転
換
期
に
あ
た
る
。
そ

の
精
神
風
景
を
探
る
。
石
川
淳
は
ど

の
よ
う
に
時
代
を
捉
え
て
い
た
の
か
、
同
時

代

か
ら
推
察
す
る
。

④

「
否
定
」
「生
活
」

『赤
と
黒
』

に
焦
点
を
あ
て
、
否
定

の
精
神
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
に
現
れ
る

「生
活
」
は
、
石
川
淳

と
の
共
通
点
で

あ

る
。
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